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インターネット業界で活躍する“人”をご紹介します
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第9回 行き交う電子メール

協力：株式会社日本レジストリサービス（JPRS）

通信の普及と共に

SNS （Social Networking Service）の普及に伴い一時期ほどではなく
なりましたが、電子メールは手軽なメッセージ交換の手段として広く利用さ
れています。この電子メールは、いつ頃誕生したのでしょうか？歴史を遡る
と電報やファクシミリも電子メールと言われたようですが、ここでは、主とし
てコンピュータネットワーク上でやりとりされるものを取り上げます。

電子メールが商用サービスとして一般ユーザーに普及し始めたのは、
1980年代、いわゆるパソコン通信の頃でした。ただ、パソコン通信では当
初、同じサービス運営会社のユーザー同士でしかやり取りできませんで
した。時代が下ると、別のパソコン通信サービスとも電子メールをやりと
りできるようになりましたが、標準的なプロトコルが作られたわけではな
く、別サービスの異なるシステム同士を接続するたびに、相互接続するた
めの仕組みを開発していました。

もっとも、別システムのユーザーとも電子メールをやりとりしたいという要求
は早くからあり、1970年代には非商用ネットワークの一部で実現されていまし
た。例えばインターネットの前身と言われるARPANETでは1971年に電子
メールシステムが開発され、@を使ったアドレスはここが発祥と言われていま
す。またUnixベースのコンピュータでは1970年代後半
にUUCP （Unix to Unix CoPy）という、コンピュータ
同士でデータ交換をする通信プロトコルが開発されて
いました。UUCPでは遠隔地とのデータ交換に電話回
線を使うことが可能であり、専用線が極めて高価だった
時代に、電話料金が安い夜間にファイルを転送したり、
通信すべきデータが蓄積されたら電話をかけて転送す
るといった形で通信することができました。1980年代
に日本で始まったJUNETでは、UUCPを使ったネット
ワークで、電子メールを実現していました。

「インターネット歴史年表」
も見てね!!

https://www.nic.ad.jp/timeline/

※1 RFC821 - SIMPLE MAIL TRANSFER PROTOCOL
https://tools.ietf.org/html/rfc821

※2 RFC822 - STANDARD FOR THE FORMAT OF ARPA INTERNET TEXT MESSAGES
https://tools.ietf.org/html/rfc822

※3 RFC5321 - Simple Mail Transfer Protocol
https://tools.ietf.org/html/rfc5321

※4 RFC5322 - Internet Message Format
https://tools.ietf.org/html/rfc5322

スマートフォンの普及とほぼ時を同じくして、SNSが台頭します。親しい
人間とのメッセージ交換にはSNSが使われるようになり、電子メールは
一時期ほどの地位を失ったように見えます。しかしSNSは私企業が運営
する一極集中型のサービスであり、いわばパソコン通信への先祖返りと
も言えます。極端な話、運営会社がサービスを終了してしまうとそれま
で、とも言えるのです。

対して電子メールは標準規格であり、一私企業の倒産によって止まることは
ありません。これが標準規格の大きな利点です。とはいえ、電子メールは止ま
らなくても、自分のメールアドレスやメールボックスが無くなる可能性はあり
ます。サービス提供会社を見極
める、という点では、電子メー
ルでもSNSでも大差ないの
かもしれません。

インターネット標準としての電子メール

子供の頃から、スポーツとテクノロジーに興味がありました。11歳か
12歳の時に、父のPCを使ってBASICを勉強したり、ゲームを作った
りしていました。14歳くらいの頃、コンピュータに詳しい祖父が、性能
のいいコンピュータを買ってくれて、モデムやCD-ROMドライブをイ
ンストールしたり、BBSに繋げたりして、世界が広がりました。

ジェイコブさんがインターネットに興味を持ったきっかけ

高校卒業後、ソルトレイクシティに有名な教会があり、義務ではないので
すが、19歳になるとボランティアに行くという習慣がありました。小学校
1年生からスペイン語を学び、話すこともできたのですが、スペイン語
圏以外の行ったことがない国がいいと思っていたところ、東京に行くこ
とになりました。ボランティアで2年間滞在し、一度米国に戻ったので
すが、その後、日本語能力試験を受けるために再度来日して、1年間ほ
ど滞在しました。再度米国に戻ってからは、大学に通ったり仕事をした
りしていました。親のサポートに頼らず、朝7時から働き、17時から22
時までは授業という生活で苦労しましたね。今の妻に出会い、結婚後
は妻がユタ州にくる選択肢もありましたが、グローバルなビジネス機会
を得られるなら東京の方がいいと判断し、日本に戻ってきて13年ほど
になります。合計すると16年ほど日本にいることになりますね。

ジェイコブさんが日本に来ることになった経緯について

ジェイコブさんのこれまでのキャリアや現在の業務について

経済学を専門にしていたのですが、学者ではなく、ブランディングに興味
がありました。最初に日本に来た1999年にはインターネットはかなり普
及していて、業界の進化はすごかったです。米国に戻っている時にブログ
をはじめたのですが、自分のドメイン名ではないのが嫌だったものの、
サーバやホスティングのことはよく分かりませんでした。しかし、結婚をし
て日本に住むことになる前に、米国の家族とも連絡を取れるようにする
ため、2006年にGoDaddyで初めてドメイン名を登録しました。CNAME
を登録するだけで、ブログに独自ドメイン名でアクセスできるようになり
ました。ただ、ブログ更新が続きませんでしたが（笑）。このおかげでドメイ
ン名の業界を知ることができました。商標とドメイン名を扱うコンサル
ティング会社に入り、ドメイン名の仲裁業務に取り組む中で、企業にとっ
ていかにドメイン名が大事かを学び、株式会社インターリンクに入ったの
は2009年です。2008年に ICANNで新gTLDの導入が採択され、み

JPNIC

米国のユタ州ソルトレイクシティの出身で、株式会社インターリンクでドメイン名の業務に携わっているジェイコブ・ウィリア
ムズさんにお話を伺いました。趣味のトライアスロンでは、最新のガジェットを駆使し、トレーニングに励んでいるそうです。
そんなジェイコブさんに、来日することになった経緯や、ドメイン名、ICANN会議などについて語っていただきました。

んなが使えるgTLDを作れば楽しいと考えました。そこで、2010年にイン
ターリンクのレジストリ事業を立ち上げ、新gTLD申請コンサルティング
に取り組み、企業TLDと「.moe」「.earth」「.osaka」を登録することがで
きました。現在は、顧客対応や新gTLD運営のレジストリ業務と、レジスト
ラ業務の両方を担当しています。世界と比べると、日本のドメイン名業界
は、レジストラは一定数ありますが、人口や可能性に対して小さいと感じ
ます。ドメイン名を個人で登録できることを知らない人もいますし、影響
力が強い芸能人でも自分のドメイン名を使わない人が多いです。パーソナ
ルブランディングの重要性を、日本でも広げられたらなと思っています。

最後にインターネットに対する
愛情のこもったメッセージをお願いします！

ICANN会議に初めて参加したのが、2009年のメキシコシティ会合です。
新gTLD関連の情報収集がきっかけです。最初に参加したときは、英語
ネイティブなのに、略語が多くて周りが何を話しているのか分かりません
でした。ただ、会社で専門的に携わっている人や、熱意で参加している人
など、いろいろな業界のボランティアを見て、感動しました。それから
ICANN会議には25回参加しています。新gTLD申請者ガイドブックは
何度も改定されていますが、暗記できるほど読み込みました。ICANN会
議では、GNSO（分野別ドメイン名支持組織）関連会議を中心に参加して
います。また、GAC（政府諮問委員会）の役割が重要なので、オブザーバー
として参加しています。その他、レジストラ運用に影響がある、ICANNの
GDPR対応や次期新gTLD募集ラウンドなどの議論にも参加していま
す。ICANN報告会では、声を掛けていただいて、2017年1月の第47回以
降、ほぼ毎回登壇させていただいています。プレゼンテーションでは、参
加者が面白いと思う内容を伝えられるよう心がけています。

ICANN会議に関連する活動について

インターネットは便利ですが、使いすぎるのはよくないと思います。急に
インターネットに接続できなくなった時に、10年前なら本を読むなどし
て気にしませんでしたが、今ならストレスを感じるはずです。"Absence 
makes the heart grow fonder."（会えない時間が愛を育てる）という
ことわざがありますが、たまにはインターネットから離れて、リアルなも
のを見ることも大事です。もう一つの思いとして、ドメイン名業界は社会
へ大きな利益を供給していると感じます。これからも、みんなが安心して
使えるインターネットのために力を尽くしたいです。

SMTPとインターネットメッセージへの標準化

パソコン
通信 POP IMAP

SMTP

iモード

このようにコンピュータ間の電子メールはさまざまな形式のものが広がっ
ていきましたが、結果的にはTCP/IP上で動作するSMTP （Simple Mail 
Transfer Protocol）でやり取り可能な、いわゆるインターネットメッセージが
勝ち残りました。SMTPがRFC821※1、インターネットメッセージが
RFC822※2として定義されたのは、1982年8月のことです。その後時代の
流れに合わせて2001年と2008年に改定があり、2020年現在は
RFC5321※3とRFC5322※4として定義されています。

この2本のRFCで電子メールをやりとりするための方法と、やりとりされる電子
メールそのものの形式が決まりました。これによって、異なるシステム間で電子
メールをやり取りすることが楽になりました。前述のパソコン通信で言えば、シス
テムごとにバラバラだった転送方式を一つにする、つまり標準化できたわけです。
その後、受け取ったメールを読み出すためのプロトコルとして、POPやIMAPも標
準化されました。

次回はブログを取り上げる予定です。

こうして、1980年代から1990年代に電子メールが普及しましたが、日
本において爆発的な普及に一役買ったのは、1999年2月にNTTドコモ
社がサービスインした iモードでした。もちろん iモードも一つの独立した
システムであり、電子メールも独自に実現されています。しかしSMTPを
使うことで、文字数なのどの制限はあるものの、インターネットメールと
相互にやり取りが可能でした。NTTドコモ社以外の携帯電話事業者も順
次インターネットメールへの対応を進めていき、一時期は年末年始に挨拶
メールの処理が遅延するほどに普及しました。

その後2010年代になるとスマートフォンの普及
により、通信キャリア独自のシステムであった電
子メールは、よりインターネットへの親和性の高
いものに変わっていきました。多少設定の手間
はかかりますが、普段PCで読み書きしている電
子メールをスマートフォンで読み書きすることも
可能です。

モバイルおける普及が後押し

株式会社インターリンク General Manager, Domain Services

ジェイコブ・ウィリアムズさん
米国ユタ州ソルトレイクシティ出身。2008年から日系ブランドコ
ンサルティング会社にてドメインリカバリー業務、ドメインオペ
レーションの経験を積み、2009年12月株式会社インターリンクに
入社。2010年にレジストリビジネスの新規立ち上げを主導。2013
年以降、「.moe」をはじめ、「.osaka」並びに「.earth」の運営と共
に、企業ドメイン、レジストラオペレーションを管理している。

ICANN報告会での
プレゼンテーション

お嬢さんと過ごす
時間をたっぷり取っ
ているそうです

アイアンマン70.3
フィリピン大会に出場
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